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□：代表作品
△：ユニットプラン

表.２に図あり

日本におけるオープンプラン型小学校の計画史に関する考察と新たな学習空間の設計提案
The Genealogical Consideration on the Architectural Planning of Primary School 

and Design Proposal on the school for the future



S=1/12000
計画範囲

■これまで
一街区内で完結し、
都市の中にありなが
ら、都市とは隔絶さ
れた存在。

■学校の機能の分解
学習の内容・利用の
状況などに基づいて
学校を分解し、学習
空間の集合体とする。

■都市への浸透
学習空間を都市へと分
散させ、学習空間の純
化とともに、利用率の
向上などを図る。

■ネットワーク形成
分散された学習空間
を学校・都市の両者
が活用し、学校と都
市が融合していく。
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S=1/10000

計画敷地は高層マンション建設が進み、居住人口が１万人とな
る予定のみなとみらい地区である．学習施設の建設予定はなく、
良好な学習環境の確保の難しい場所である．ここに新たな学習
空間の設計提案を行うことで，学習空間・地域に新しい関係性を
生み出し，良好な学習環境の創出を図る．

学習空間を学校専用ス
ペースとするのではな
く、地域に散在させ、
それらをつなぎ合わせ
ていくことで学習空間
と地域に新たな関係性
を生み出す。





初等部

大小さまざまな空間が用意されたオープンスペース

襞の多い構成とし２面採光を実現

多様な空間構成により柔軟に学習展開に対応する
外部が随所に入り込んだ空間構成

幼等部

こどもの遊び心を誘発する場所を随所にデザインした

様々な活動を垣間みることのできる空間構成

刻一刻と変化する表情を楽しむこどもたち 内外の連続性のある計画

　様々な機能を持った学習空間を一つの敷地内で完結させることな
く，地域に散在させる．それらをつなぎ合わせるようにネットワー
クの形成およびランドスケープのデザインを行うことで都市と学習
施設との関係を密なものとして計画し，都市一体型学園キャンパス
を構想した．
　学習空間の機能と周辺環境を考慮した配置計画，都市の表情とし
てのボリューム決定を行うことで，新たな学習空間の提案とともに，
新たな都市の表情を造り出している．


